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1. 学術情報基盤（SINET）の整備
学術情報ネットワークは、我が国の学術情報基盤の中核であり、大学等における
学術研究・教育活動全般を支える基盤を形成
ネットワーク基盤の上に、大学等と連携して、さまざまな基盤・機能が構築すること

学術情報や研究教育資源の確保・共有

ネッ ク基盤 、大学等 連携 、さまざまな基盤 機能 構築する
で学術情報基盤を実現

学術情報や研究教育資源の確保・共有

• 大学等との連携により、学術研究・教育活動に不可欠な学術情報を確保
し、一般に広く公開・発信

• 大学等の大型施設やスパコン等の資源の共同利用を促進
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利用者認証・仮想研究コミュニティの構築支援
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• 学術情報や研究教育資源を安心・安全に活用するための認証基盤として、
大学等と連携 協力して学術認証フ デレ シ ンを構築 運用
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HPCI認証基盤VPN

大学等と連携・協力して学術認証フェデレーションを構築・運用
• 仮想研究コミュニティの構築を支援するVPN機能や情報基盤センター群など

の計算資源を利用するためのHPCI認証基盤の運用

• 日本全国の大学や研究機関などの学術情報基盤として運営
• 全国にネットワークの接続拠点を設置し、研究教育を支援する高速ネットワーク
• 国際的な先端研究推進のため、多くの海外研究ネットワークとも相互接続

学術情報ネットワークの運営
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